
「ウィズ・コロナ」「ポスト・コロナ」時代の取組に関する 

共同宣言 

 

緊急事態宣言が解除された今、引き続き新型コロナウイルス感染

症の感染再拡大防止に取り組むとともに、経済回復に向けたあゆみ

を進めていく必要があります。 

１年半以上にわたり、飲食店や商業施設等の営業時間短縮、外出

自粛の要請等を繰り返し行ってきた中で、地域経済や住民生活に大

きな影響が生じています。その一方で、社会的距離を確保しなが

ら、仕事、学び、くらしを継続可能とするために、対面からオンラ

インへの移行など、生活様式や消費行動の変化、更に、社会・価値

観の変容が急激にもたらされています。 

 

そのような中で、九都県市では、医療体制等の整備やワクチンの

十分な供給、事業者への支援・雇用対策などを国に要望したほか、

率先してＷｅｂ会議の推進、オンライン授業の活用などに取り組む

とともに、テレワークをはじめ民間事業者の取組を支援するなど、

感染拡大防止を最優先に取り組んできました。 

 

九都県市は、我が国全体をけん引する役割と責任を強く自覚し、

「ウィズ・コロナ」「ポスト・コロナ」時代において、以下のとお

り取り組むことを宣言します。 

 

１ 感染再拡大防止のため、ワクチン接種などを進めるとともに、

今後第６波が到来した場合に備え、医療体制の更なる充実を図

るなど、引き続き、国、医療機関、関係機関等と連携しながら

全力で取り組んでまいります。 

 

２ 感染再拡大防止と社会経済活動の両立に向けて、住民や事業者

等の理解を得ながら、感染状況やリスクに応じた対策を講じる

とともに、コロナ禍において影響を受けた地域経済や住民生活

を支援し、新しい日常に向けた取組を進めてまいります。 

 

３ 社会的変革の原動力となるデジタル化・スマート化を更に推進

するなど、新たな感染症にも迅速かつ柔軟に対応できる社会を

目指してまいります。 
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